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(57)【要約】
【課題】従来の複圧式復水器では、高圧復水器内の蒸気
を用いて低圧復水器の復水を加熱し、プラント効率の向
上を図っているが、さらなるプラント効率向上が求めら
れている。
【解決手段】低圧復水器１０で発生した復水に伝熱管６
１を導入し、伝熱管６１内に脱気器２のベントを送り、
復水と脱気器２のベントを熱交換させて復水を加熱する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の復水器と、
この第１の復水器内部の上方に形成された真空の低圧室と、
この低圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数の配管から構成される第１冷却水管束と
、
この第１冷却水管束の下方に設けられ前記低圧室の底部を構成する圧力障壁と、
この圧力障壁下方に形成され前記第１の復水器の底部を構成し前記低圧室で発生した復水
が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方に気相部を有する第１ホットウェルと、
前記第１の復水器の外部から前記第１ホットウェルに導入され内部を流体が流通する伝熱
管と、
第２の復水器と、
この第２の復水器内に形成され前記低圧室よりも真空度が低く設定された高圧室と、
この高圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数の配管から構成される第２冷却水管束と
、
この第２冷却水管束下方に形成され前記第２の復水器の底部を構成し前記高圧室で発生し
た復水が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方に気相部を有する第２ホットウェル
と、
前記第１ホットウェルと前記第２ホットウェルの各々の気相部を連絡する蒸気ダクトと、
前記第１ホットウェルと前記第２ホットウェルの各々の液相部を連絡する配管とを備える
複圧式復水器であって、
前記第１ホットウェルに滞留する復水よりも高温の流体を前記伝熱管内部に供給すること
を特徴とする複圧式復水器。
【請求項２】
　前記伝熱管内部を流通する流体は、原子炉に供給される給水を加熱する給水加熱器、前
記原子炉に供給される前記給水の脱気を行う脱気器、前記給水加熱器のドレンを貯留する
給水加熱器ドレンタンク、前記給水を前記原子炉で発生する熱で加熱して発生した蒸気を
用いて発電するタービンのうち少なくとも何れか一つのベント、ドレンまたは抽気を含む
ことを特徴とする請求項１記載の複圧式復水器。
【請求項３】
　前記伝熱管は前記第１ホットウェルに滞留する前記復水中に導入されることを特徴とす
る請求項１または請求項２記載の複圧式復水器。
【請求項４】
　前記第１の復水器は前記第１冷却水管束の上方に設けられたフラッシュ蒸気を発生させ
るフラッシュボックスを備え、
前記伝熱管は前記第１ホットウェルに貯留する前記復水中に導入された後に前記フラッシ
ュボックスに接続されていることを特徴とする請求項３記載の複圧式復水器。
【請求項５】
　前記伝熱管は孔部が形成された管から構成されていることを特徴とする請求項１乃至請
求項３の何れか１項記載の複圧式復水器。
【請求項６】
　前記第１ホットウェルは前記圧力障壁から落下する復水を分岐させる脱気トレイを有し
、
前記伝熱管は孔部が形成された管から構成され前記第１ホットウェルの気相部に導入され
ていることを特徴とする請求項１乃至請求項２記載の複圧式復水器。
【請求項７】
　第１の復水器と、
この第１の復水器内部の上方に形成された真空の低圧室と、
この低圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数の配管から構成される第１冷却水管束と
、
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この第１冷却水管束の下方に設けられ前記低圧室の底部を構成する圧力障壁と、
この圧力障壁下方に形成され前記第１の復水器の底部を構成し前記低圧室で発生した復水
が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方に気相部を有する第１ホットウェルと、
前記第１の復水器の外部から前記第１ホットウェルに導入され内部を流体が流通する伝熱
管と、
第２の復水器と、
この第２の復水器内に形成され前記低圧室よりも真空度が低く設定された高圧室と、
この高圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数の配管から構成される第２冷却水管束と
、
この第２冷却水管束下方に形成され前記第２の復水器の底部を構成し前記高圧室で発生し
た復水が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方に気相部を有する第２ホットウェル
と、
前記第１ホットウェルと前記第２ホットウェルの各々の気相部を連絡する蒸気ダクトと、
前記第１ホットウェルと前記第２ホットウェルの各々の液相部を連絡する配管とを備える
複圧式復水器であって、
原子炉圧力容器に供給される給水を加熱する給水加熱器、前記原子炉圧力容器に供給され
る前記給水の脱気を行う脱気器、前記給水加熱器のドレンを貯留する給水加熱器ドレンタ
ンク、前記給水を前記原子炉圧力容器で加熱して発生した蒸気を用いて発電するタービン
のうち少なくとも何れか一つのベント、ドレンまたは抽気と前記第１ホットウェルに滞留
する前記復水とを熱交換させることを特徴とする復水再熱方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部の圧力が異なる複数の胴を組み合わせて構成された複圧式復水器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　原子力発電プラントや火力発電プラント等に用いる復水器は、蒸気タービンで膨張仕事
を終えたタービン排気を冷却して凝縮させ復水にする機能を有するものである。復水器で
生成された復水は給水加熱器、蒸気発生器を経由して再び蒸気タービンへ送られる。この
ような復水器は、内部が真空に維持されており、真空度が高いほどタービンの熱消費率が
向上しプラント効率が向上する。一般的な復水器は、上部に蒸気タービンを搭載し、底部
側に復水を滞留させる形式となっている。
【０００３】
　復水器から給水加熱器に送られた復水は、給水加熱器において蒸気タービンからの抽気
によって加熱された後、ボイラへ送られる。この際、給水加熱器へ送られる復水の温度が
高いほど給水加熱器に送るタービン抽気量が抑えられるため、プラント効率が向上する。
【０００４】
　給水加熱器に送る復水の温度を高めるための装置として、内部の圧力が異なる複数の復
水器を連結して構成された複圧式復水器がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　このような複圧式復水器について、図５を用いて詳細に説明する。図５は従来の複圧式
復水器の概要を示す要部拡大縦断面図である。
【０００６】
　高圧段復水器１０１と低圧段復水器１０３が蒸気ダクト１１０、バイパス連結管１１７
によって連結されている。高圧段復水器１０１は高圧胴１０２によって高圧室１０５を形
成している。また、低圧段復水器１０３は冷却水管束１０７下方に設けられた多孔板１１
３と低圧胴１０４により、多孔板１１３上方の低圧室１０６と多孔板１１３下方の再熱室
１１１を形成している。冷却管束１０７内を流れる冷却水は低圧室１０６を通過した後に
高圧室１０５へ導入される。そのため、低圧室１０６よりも高圧室１０５のほうが冷却水
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の温度が高く、高圧室１０５の圧力は低圧室１０６の圧力よりも高く設定されている。ま
た、多孔板１１３の下方にトレイ１１５が配設されている。高圧室１０５底部、再熱室１
１１底部にはそれぞれ復水が滞留している。
【０００７】
　蒸気ダクト１１０は高圧室１０５と再熱室１１１を連絡しており、バイパス連結管１１
７は高圧胴１０２下方に滞留した復水と合流部１１６を連絡するよう設けられている。
【０００８】
　このような構成の複圧式復水器の作用について、以下説明する。
【０００９】
　高圧段復水器１０１、低圧段復水器１０３各々の上方からタービン排気が送られる。タ
ービン排気は冷却水管束１０７によって冷却されて凝縮し、復水となる。
【００１０】
　高圧段復水器１０１においては、凝縮した復水は高圧室１０５の底部に滞留する。低圧
段復水器１０３においては、多孔板１１３の上に復水が滞留し、多孔板１１３に設けられ
た孔部１１４から復水が再熱室１１１へ落下する。復水が多孔板１１３の上に滞留するこ
とにより、多孔板１１３は低圧室１０６と再熱室１１１との間で圧力障壁として機能し、
低圧室１０６と再熱室１１１の圧力を分離している。
【００１１】
　再熱室１１１において、復水は多孔板１１３からトレイ１１５に落下し、さらにトレイ
１１５の端部から再熱室１１１の底部へ落下する。再熱室１１１の気相部には、蒸気ダク
ト１１０から高圧室１０５の蒸気が導入されている。高圧室１０５の蒸気は、低圧室１０
６で凝縮した復水よりも高圧であるため飽和温度が高い。そのため、低圧室１０６で凝縮
した復水を高圧室１０５の蒸気によって再熱し復水の温度を高めることができる。
【００１２】
　トレイ１１５は再熱室１１１に落下した復水が底部に滞留するまでの表面積を大きくし
、蒸気と復水の熱交換を促進させる働きがある。
【００１３】
　高圧段復水器１０１で凝縮した復水はバイパス連結管１１７によって合流部１１６へ送
られ、再熱室１１１の復水と合流して図示しない給水加熱器に送られる。
【００１４】
　このような構成の複圧式復水器によれば、復水の温度を上昇させることができる他、全
ての復水器の圧力が同じである単圧式復水器よりもタービン排気圧力の平均値が低くなり
タービン熱落差が増加する、各復水器の飽和蒸気温度と冷却水出口温度との差を大きくで
きるために復水器冷却面積を小さくすることができる、といった効果を得ることができる
。
【特許文献１】特許第３７０６５７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　上述したように、複圧式復水器は高圧復水器の蒸気を復水の加熱源として用い、プラン
ト効率の向上を図っている。しかしながら、高圧復水器の蒸気のみを加熱源とした場合、
高圧復水器圧力の飽和温度まで復水を加熱することは困難である。
【００１６】
　従って、本発明の目的は、高圧復水器内の蒸気のみを復水の加熱源として用いる従来の
複圧式復水器よりも、プラント効率を向上しうる複圧式復水器の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するため、本発明による複圧式復水器は、第１の復水器と、この第１の
復水器内部の上方に形成された真空の低圧室と、この低圧室を貫通し内部を冷却水が流通
する複数の配管から構成される第１冷却水管束と、この第１冷却水管束の下方に設けられ
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前記低圧室の底部を構成する圧力障壁と、この圧力障壁下方に形成され前記第１の復水器
の底部を構成し前記低圧室で発生した復水が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方
に気相部を有する第１ホットウェルと、前記第１の復水器の外部から前記第１ホットウェ
ルに導入され内部を流体が流通する伝熱管と、第２の復水器と、この第２の復水器内に形
成され前記低圧室よりも真空度が低く設定された高圧室と、この高圧室を貫通し内部を冷
却水が流通する複数の配管から構成される第２冷却水管束と、この第２冷却水管束下方に
形成され前記第２の復水器の底部を構成し前記高圧室で発生した復水が滞留して液相部を
形成し、この液相部の上方に気相部を有する第２ホットウェルと、前記第１ホットウェル
と前記第２ホットウェルの各々の気相部を連絡する蒸気ダクトと、前記第１ホットウェル
と前記第２ホットウェルの各々の液相部を連絡する配管とを備える複圧式復水器であって
、前記第１ホットウェルに滞留する復水よりも高温の流体を前記伝熱管内部に供給するこ
とを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明による復水再熱方法は、第１の復水器と、この第１の復水器内部の上方に
形成された真空の低圧室と、この低圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数の配管から
構成される第１冷却水管束と、この第１冷却水管束の下方に設けられ前記低圧室の底部を
構成する圧力障壁と、この圧力障壁下方に形成され前記第１の復水器の底部を構成し前記
低圧室で発生した復水が滞留して液相部を形成し、この液相部の上方に気相部を有する第
１ホットウェルと、前記第１の復水器の外部から前記第１ホットウェルに導入され内部を
流体が流通する伝熱管と、第２の復水器と、この第２の復水器内に形成され前記低圧室よ
りも真空度が低く設定された高圧室と、この高圧室を貫通し内部を冷却水が流通する複数
の配管から構成される第２冷却水管束と、この第２冷却水管束下方に形成され前記第２の
復水器の底部を構成し前記高圧室で発生した復水が滞留して液相部を形成し、この液相部
の上方に気相部を有する第２ホットウェルと、前記第１ホットウェルと前記第２ホットウ
ェルの各々の気相部を連絡する蒸気ダクトと、前記第１ホットウェルと前記第２ホットウ
ェルの各々の液相部を連絡する配管とを備える複圧式復水器であって、原子炉圧力容器に
供給される給水を加熱する給水加熱器、前記原子炉圧力容器に供給される前記給水の脱気
を行う脱気器、前記給水加熱器のドレンを貯留する給水加熱器ドレンタンク、前記給水を
前記原子炉圧力容器で加熱して発生した蒸気を用いて発電するタービンのうち少なくとも
何れか一つのベント、ドレンまたは抽気と前記第１ホットウェルに滞留する前記復水とを
熱交換させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の複圧式復水器及び復水再熱方法によれば、発生した復水を効率よく加熱するこ
とが可能となり、プラント効率を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００２１】
　本発明の第１の実施例による複圧式復水器について、図１を用いて以下説明する。図１
は本発明による複圧式復水器の概要を示すブロック図である。複圧式復水器１は例えば、
低圧復水器１０、中圧復水器２０、高圧復水器３０の３つの復水器を連結して構成された
三胴型復水器で構成されている。
【００２２】
　低圧復水器１０、中圧復水器２０、高圧復水器３０にはそれぞれ、上部に低圧タービン
１１，２１，３１が搭載され、低圧タービン１１，２１，３１各々の下方に低圧室１２、
中圧室２２、高圧室３２が形成されている。低圧タービン１１，２１，３１はそれぞれ、
高圧タービンの排気蒸気の供給を受けて発電するタービンである。また、低圧復水器１０
、中圧復水器２０、高圧復水器３０には低圧室１２、中圧室２２、高圧室３２の各々を通



(6) JP 2009-97788 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

過する冷却水管束１３，２３，３３が設けられている。冷却水管束１３，２３，３３は連
続した配管であり、冷却水は冷却水管束１３，２３，３３の順に通過する。冷却水管束２
３には低圧室１２の蒸気を冷却した冷却水が、冷却水管束３３には低圧室１２、中圧室２
２の蒸気を冷却した冷却水が流れるため、冷却水の温度は冷却水管束１３，２３，３３の
順に低くなっている。このため、低圧室１２、中圧室２２、高圧室３２の圧力は異なって
おり、低圧室１２の圧力が最も低く、高圧室３２の圧力が最も高くなっている。
【００２３】
　冷却水管束１３，２３各々の下方には圧力障壁１４，２４が設けられている。圧力障壁
１４，２４はそれぞれ孔部１４ａ，２４ａを有する板であり、それぞれ低圧室１２，中圧
室２２の底部を構成している。
【００２４】
　低圧復水器１０、中圧復水器２０、高圧復水器３０各々の底部は、低圧復水器１０、中
圧復水器２０の各々は圧力障壁１４，２４の下方において、高圧復水器３０は冷却水管束
３３の下方において、復水が滞留するホットウェル１５，２５，３５を形成している。
【００２５】
　ホットウェル１５とホットウェル２５は蒸気ダクト５１によって、ホットウェル２５と
ホットウェル３５は気相部を蒸気ダクト５２によって、液相部を配管４２によってそれぞ
れ連絡されている。
【００２６】
　低圧タービン１１，２１，３１の各々は配管４３を介して図示しない高圧タービンと接
続されている。また、高圧復水器３０のホットウェル３５には配管４４が接続されている
。配管４４は、主空気抽出器や給水加熱器などの機器及び配管４５を介して脱気器２に接
続されている。なお、配管４４から配管４５に至るまでの構成は省略して図示している。
また、配管４４には復水を駆動させるポンプ３が設けられている。
【００２７】
　脱気器２は高圧タービンの抽気を用いて配管４５から供給される復水を脱気し、脱気さ
れた復水を配管４６へ、脱気に用いた高圧タービン抽気をベントとしてベント管４７に排
出する。ベント管４７はホットウェル１３に滞留する復水を通過するように設けられた伝
熱管６１に接続されている。伝熱管６１は配管４８と接続されており、配管４８は低圧復
水器１０内の冷却水管束１２上方に設けられたフラッシュボックス６２に接続されている
。
【００２８】
　以下、本実施例の複圧式復水器の動作について説明する。
【００２９】
　配管４３を介して、低圧タービン１１，２１，３１の各々に高圧タービン排気蒸気が供
給される。低圧タービン１１，２１，３１に供給された蒸気は低圧タービン１１，２１，
３１各々を回転させた後、低圧復水器１０，中圧復水器２０，高圧復水器３０，の低圧室
１２，中圧室２２，高圧室３２に送られ、冷却水管束１３，２３，３３によって冷却され
て凝縮し、復水となる。復水は、低圧復水器１０、中圧復水器２０においては圧力障壁１
４，２４の上に、高圧復水器３０においてはホットウェル３５に落下し滞留する。圧力障
壁１４，２４に滞留した復水は、圧力障壁１４，２４の各々に設けられた孔部からホット
ウェル１５，２５に落下して滞留する。ホットウェル１５，２５，３５に滞留した復水は
、ポンプ３の駆動により、配管４４を介して後段のプロセスへ送られる。
【００３０】
　配管４４を通過した復水は図示しない給水加熱器などを通過した後、配管４５から脱気
器２に導入される。脱気器２は高圧タービン抽気を用いて復水を脱気し、復水を配管４６
へ、ベントを配管４７へ送る。配管４４に送られた復水は図示しない高圧給水加熱器等を
経て原子炉に給水として供給される。配管４７に送られたベントはホットウェル１３の伝
熱管６１内を通過し、フラッシュボックス６２に供給される。
【００３１】
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　以下、本実施例の複圧式復水器の作用について説明する。
【００３２】
　圧力障壁１４は、圧力障壁１４上に復水を滞留させることによってホットウェル１５か
ら低圧室１２へ蒸気が流出するのを防止し、低圧室１２とホットウェル１５との圧力を分
離する。同様に、圧力障壁２４は中圧室２２とホットウェル２５との圧力を分離する。こ
のような圧力障壁１４，２４の作用により、ホットウェル１５，２５の各々の気相部は、
蒸気ダクト５１，５２を介してホットウェル３５の蒸気が導入される。ホットウェル１５
，２５に落下する復水の温度はそれぞれ低圧室１２、中圧室２２の圧力の飽和温度であり
、高圧復水器３０の蒸気よりも低温である。そのため、ホットウェル１５，２５に落下す
る復水は気相部に導入された高圧室３２の蒸気との熱交換によって加熱される。
【００３３】
　さらに、ホットウェル１３に滞留した復水は、伝熱管６１内を流通する脱気器２のベン
トと熱交換を行って加熱される。伝熱管６１内のベントは復水との熱交換によって冷却さ
れ凝縮する。凝縮したベントは配管４８を介してフラッシュボックス６２へ送られ、フラ
ッシュ蒸気となる。フラッシュボックス６２で発生したフラッシュ蒸気は、低圧タービン
１１の排気蒸気と合流する。このように、高圧復水器３０の蒸気に加え、脱気器２のベン
トを復水の加熱源として用いることにより、従来よりも効率よく復水の温度を高めること
が可能となる。
【実施例２】
【００３４】
　本発明の第２の実施例による複圧式復水器について、図２を用いて以下説明する。図２
は本発明による複圧式復水器の概要を示すブロック図である。なお、第１の実施例と同じ
構成には同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００３５】
　本実施例においては、脱気器２のベント配管４７がホットウェル１５の伝熱管７１に接
続されている。伝熱管７１はホットウェル１５に滞留した復水に導入されており、複数の
孔部７２を有し、端部が閉じたまたは端部に孔部が形成された管で構成されている。
【００３６】
　脱気器２のベントは配管４７を介して伝熱管７１に送られ、伝熱管７１の孔部７２から
噴出し、ホットウェル１５の復水と混合される。復水に高温のベントを直接混合させるこ
とにより、復水を加熱するとともに復水を脱気することが可能である。
【実施例３】
【００３７】
　本発明の第３の実施例による複圧式復水器について、図３を用いて以下説明する。図３
は本実施例による複圧式復水器の概要を示すブロック図である。なお、第１の実施例と同
じ構成には同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００３８】
　本実施例においては、ベント配管４７がホットウェル１５の伝熱管８１に接続されてい
る。伝熱管８１は複数の孔部８２を有し、端部が閉じたまたは端部に孔部が形成された管
で構成され、ホットウェル１５の気相部に導入されている。また、低圧復水器１０の圧力
障壁１４と伝熱管８１の間には脱気トレイ６３が設けられている。
【００３９】
　脱気トレイ６３について、図４を用いて以下説明する。図４は脱気トレイ６３近傍を拡
大した図である。脱気トレイ６３は複数の樋６４によって構成されている。圧力障壁１４
から落下した復水は、脱気トレイ６３を構成する樋６４によって分岐されながらホットウ
ェル１５へ落下する。すなわち、脱気トレイ６３は復水が圧力障壁１４からホットウェル
１５に落下するまでの間、復水の表面積を増加させる。
【００４０】
　本実施例による作用について以下説明する。
【００４１】
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　脱気器２から伝熱管８１に送られたベントは、伝熱管８１の孔部８２からホットウェル
１５の気相部に噴出する。ホットウェル１５に噴出されたベントはホットウェル１５内の
復水を加熱するが、この際、復水の表面積が熱交換の効率に大きく影響する。復水の表面
積は脱気トレイ６３によって大幅に増加されているため、ベントと復水の熱交換を効率よ
く行うことができ、さらにベントによって復水を脱気することが可能である。
【００４２】
　以上、本発明の実施例について図を参照して説明してきたが、上記複数の実施例で説明
した特徴を任意に組み合わせた構成であってもよく、例えば実施例１と実施例３の伝熱管
を組み合わせ、ベントをホットウェル１５の復水に通過させた後に気相部で噴出する伝熱
管とすることが可能である。
【００４３】
　なお、各実施例においては、三胴型の複圧式復水器として説明したが、低圧復水器と高
圧復水器で構成される二胴型の複圧式復水器や、四胴以上の復水器で構成される複圧式復
水器であっても、本発明を適用することが可能である。
【００４４】
　また、各実施例においては、脱気器２のベントを伝熱管６１に送ってホットウェル１５
の復水を加熱するものとして記述したが、脱気器２のベントに代えて、原子炉に供給され
る給水を加熱する高圧／低圧給水加熱器、給水加熱器のドレンを貯留する給水加熱器ドレ
ンタンク、タービン３１等の他の復水／給水系統機器のベント／ドレンや、給水を前記原
子炉で発生する熱で加熱して発生した蒸気を用いて発電する高圧／中圧／低圧タービン抽
気の何れか、またはこれらの中から複数を用いる構成とすることも可能である。
【００４５】
　さらに、各実施例においては低圧復水器１０のホットウェル１５に貯留した復水を加熱
するものとして記述したが、これは複圧式の復水器のうち最も圧力が高い復水器以外の復
水器であればよく、すなわち各実施例における中圧復水器２０のホットウェル２３に貯留
した復水を加熱するものとしても同様の効果が得られ、さらに、ホットウェル１３および
ホットウェル２３の双方に貯留した復水を再熱する構成としてもよい。例えば、脱気器２
のベントを分岐してホットウェル１５、ホットウェル２５各々に貯留した復水を加熱する
構成としてもよいし、脱気器２のベントを用いてホットウェル１５に貯留した復水を加熱
し、給水加熱器をドレン用いてホットウェル２５に貯留した復水を加熱するといったよう
に、複数のタービン機器のベント／ドレンを併用した構成とすることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】実施例１による複圧式復水器の概要を示すブロック図。
【図２】実施例２による複圧式復水器の概要を示すブロック図。
【図３】実施例３による複圧式復水器の概要を示すブロック図。
【図４】実施例３による複圧式復水器の脱気トレイの構造を示す要部拡大図。
【図５】従来の複圧式復水器の概要を示す要部拡大縦断面図。
【符号の説明】
【００４７】
１　複圧式復水器
２　脱気器
３　ポンプ
１０　低圧復水器
２０　中圧復水器
３０　高圧復水器
１１、２１、３１　低圧タービン
１２　低圧室
２２　中圧室
３２　高圧室
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１３、２３、３３　冷却水管束
１４、２４　圧力障壁
１４ａ、２４ａ　孔部
１５、２５、３５　ホットウェル
４１、４２、４３、４４、４５、４６、４８　配管
４７　ベント配管
５１、５２　蒸気ダクト
６１、７１、８１　伝熱管
６２　フラッシュボックス
６３　脱気トレイ
６４　樋
７２、８２　孔部
１０１　高圧段復水器
１０２　高圧胴
１０３　低圧段復水器
１０４　低圧胴
１０５　高圧室
１０６　低圧室
１０７　冷却水管束
１１０　蒸気ダクト
１１１　再熱室
１１３　多孔板
１１４　孔部
１１５　トレイ
１１６　合流部
１１７　バイパス連結管 
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